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【 プロジェクトの概要 】 

「芸術キャンプひらおと（平生アートプロジェクト）」は、平生町の地域振興策「イタリアーノひらお」の一

環として、アート活動による地域の活性化を図る取り組みである。 

平生町では、2018 年からイタリアをテーマとしたまちづくりを進めているが、芸術分野での取り組みはま

だ行っていないため、本プロジェクトでは、2023 年度より現代表現の教員や学生を中心に地域に根ざ

した芸術活動に取り組んでいる。 

実際に平生町で滞在制作を行い、地域の魅力や作品のテーマとなる事柄を探し、作品制作などへ展

開している。具体的には、学生が考えたワークショップを平生町の小学校や児童館などで実施したり、

映像作品を上映する映像祭の企画や実施したり、地域のイベントへの参加、平生町での成果展の開

催などを行い、地域住民との交流を深めている。 

【 プロジェクトでの成果等 】 

2025 年度は以下の取り組みを実施した。 

①ロゴマーク制作

学生主体で「芸術キャンプひらおと」のロゴマークを制作した。三種類のロゴマークを制作し、平生町で

展示し、実際の住民の方からの意見を収集した。2026 年度に三つのロゴマークから一つに選定し、運

用規定も含めロゴマークを完成させる。「芸術キャンプひらおと」のイベント等で使用する。 

②学生滞在制作

学生 11 人と教員が平生町移住体験住宅などに滞在し、平生町内をリサーチしながらオープンスタジ

オの形式で作品の制作・地域住民との交流を行った。平生町の佐賀公民館で行った展示には、町長

や副町長、市議会議長、地元のテレビ局を含む多くの住民が訪れた。 

③「令和 7 年度きて！みて！きいて！秋の文化フェスタひらお」にて、滞在制作で制作した作品を展示

し、来場した観客に「芸術キャンプひらおと」の説明を行った。 

④WS

平生町立平生中学校において、芸術交流ワークショップを学生主体で行った。 



 

⑤移住体験住宅への作品設置 

移住体験住宅に平生町をテーマにした作品を設置した。設置作品は、参加学生の齋藤夏海さんが制

作した作品に決定した。平生町の風景をテーマにした作品で、体験移住住宅の玄関に設置した。 

 

佐賀公民館で行った、滞在制作の展示の様子。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 


